
 

13 四国の鉄道の維持・活性化について 

[1] 四国の新幹線の早期実現 
【国土交通省】 

 

 

 

 

 

 
 

【現状と課題（背景・理由等）】 

四国の新幹線については、昭和 48 年に決定された２つの基本計画（四国新

幹線、四国横断新幹線）の整備計画格上げに向けた調査の実施が実現への第一

歩となるが、平成20年以降は調査予算も執行されず、事実上中断している。 

各地で新幹線の整備が進む中、50年間も基本計画に留まっている四国は、唯

一の新幹線の空白地帯として地域間競争で大きなハンデを負っており、災害時

には新幹線による在来線の代替輸送が可能となるなど、南海トラフ地震が危惧

される四国において防災力の強化を図るためにも、四国への新幹線導入を早期

に実現する必要がある。 

さらに、基本計画を含めた全国の新幹線ネットワークの整備を促進するため

には、新幹線整備予算の拡充や地方の負担によらない新たな財源の活用が望ま

れる。 

【愛媛県内の取組】 

平成 29 年４月に、知事を会長として経済・観光・農林水産団体で構成され

る官民一体の「愛媛県新幹線導入促進期成同盟会」に拡大改組。 

県民の理解促進に向けて、各種イベントの開催やテレビ番組での放映、松山

駅でのラッピング広告など、多様な広報啓発活動を実施しており、今後も更に

住民の機運醸成や国への要望活動等に積極的に取り組む。 

【実現後の効果】 

◇ 時間距離の短縮により、観光交流の拡大、商業施設の新規立地、都市機能の

相互利用・行政投資の効率化などが図られる。 

◇ 新幹線導入により路線の高規格化が図られ、災害に強い鉄道づくりが推進さ

れる。 

◇ 全国の新幹線ネットワーク整備が促進され、全国各都市が有機的かつ効率的

に連結することにより、地域振興や経済の活性化など、地方創生の実現が期待

される。 

  

県担当部署：企画振興部 政策企画局 地域政策課 交通政策室 

【提案・要望事項】 

四国の新幹線の早期実現 

・四国の新幹線を整備計画に格上げするための法定調査を実施すること。 

・新幹線整備予算の拡充や地方の負担によらない新たな財源の活用による全

国新幹線ネットワークの整備を促進すること。 



 

 


